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区議会だよりは、年６回の発行を予定しています。

（平成 22年 5月 31日現在）
委員会名 委員氏名（◎委員長　　○副委員長）

常
　
任
　
委
　
員
　
会

総 務 委 員 会
（定数１０名・欠員１名）

◎加　藤　和　明 ○岡　安　たかし ○米　山　やすし
鈴　木　　　進 伊　藤　和　彦 　長　塩　英　治
鴨　下　　　稔 渕　上　　　隆 きじま　てるい

区 民 委 員 会
（ 定 数 ８ 名 ）

◎ふちわき　啓子 ○しのはら　守宏 ○おぐら　修　平
さとう　純　子 藤　沼　壮　次 小　泉　ひろし
高　山　延　之 たがた　直　昭

産 業 環 境 委 員 会
（ 定 数 ８ 名 ）

◎針　谷　みきお ○いいくら　昭二 ○新　井　英　生
橋　本　ミチ子 田　中　章　雄 古　性　重　則
うすい　浩　一 工　藤　哲　也

厚 生 委 員 会
（定数８名・欠員１名）

◎浜　崎　健　一 ○白　石　正　輝 ○くぼた　美　幸
あかし　幸　子 鈴　木　あきら 鈴木　けんいち
渡辺　ひであき

建 設 委 員 会
（ 定 数 ８ 名 ）

◎たきがみ　　明 ○浅　子　けい子 ○金　田　　　正
せぬま　　　剛 秋山　ひでとし 長井　まさのり
ほっち　易　隆 へんみ　圭　二

文 教 委 員 会
（ 定 数 ８ 名 ）

◎馬　場　信　男 ○金　沢　美矢子 ○ぬかが　和　子
鹿　浜　　　清 くじらい　光治 前　野　和　男
吉　岡　　　茂 長谷川　たかこ

予 算 委 員 会
（ 定 数 ２ ５ 名 ）

◎渡辺　ひであき ○鈴木　けんいち ○たがた　直　昭
鈴　木　　　進 橋　本　ミチ子 白　石　正　輝
しのはら　守宏 加　藤　和　明 鴨　下　　　稔
ふちわき　啓子 さとう　純　子 金　沢　美矢子
針　谷　みきお 藤　沼　壮　次 あかし　幸　子
きじま　てるい うすい　浩　一 馬　場　信　男
新　井　英　生 くぼた　美　幸 米　山　やすし
工　藤　哲　也 金　田　　　正 長谷川　たかこ
おぐら　修　平

議 会 運 営 委 員 会
（ 定 数 １ ３ 名 ）

◎鈴　木　　　進 ○藤　沼　壮　次 ○うすい　浩　一
しのはら　守宏 加　藤　和　明 鴨　下　　　稔
秋山　ひでとし たきがみ　　明 渕　上　　　隆
鈴木　けんいち ぬかが　和　子 たがた　直　昭
米　山　やすし

特
　
別
　
委
　
員
　
会

交通網・都市基盤整備
調 査 特 別 委 員 会

（定数８名・欠員１名）

◎ほっち　易　隆 ○伊　藤　和　彦 ○くじらい　光治
せぬま　　　剛 前　野　和　男 岡　安　たかし
へんみ　圭　二

子 ど も 施 策
調 査 特 別 委 員 会

（ 定 数 ８ 名 ）

◎渕　上　　　隆 ○長　塩　英　治 ○鈴　木　あきら
浜　崎　健　一 小　泉　ひろし 高　山　延　之
長井　まさのり ぬかが　和　子

防 犯・ 安 全 対 策
調 査 特 別 委 員 会

（定数８名・欠員１名）

◎秋山　ひでとし ○鹿　浜　　　清 ○吉　岡　　　茂
田　中　章　雄 たきがみ　　明 浅　子　けい子
いいくら　昭二

新
し
い
議
会
構
成
決
ま
る
！

平
成
22
年
第
２
回
臨
時
会

会
議
の
あ
ら
ま
し

　

足
立
区
議
会
は
、
５
月
31
日
に
、

平
成
22
年
第
２
回
臨
時
会
（
会
期
１

日
）
を
開
会
し
ま
し
た
。

議
長
・
副
議
長
決
ま
る

　

鴨
下
稔
議
長
、
き
じ
ま
て
る
い
副

議
長
の
辞
職
に
伴
い
、
議
長
・
副
議

長
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に
古
性
重

則
議
員
が
、
副
議
長
に
は
前
野
和
男

議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
当
選
就
任
し
ま
し

た
。

常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
・

特
別
委
員
会
の
委
員
構
成
決
ま
る

　

議
長
の
指
名
に
よ
り
、
常
任
委
員

会
委
員
及
び
議
会
運
営
委
員
会
委
員

の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
委
員
会
の
設
置
等
に

伴
う
新
た
な
委
員
も
選
任
さ
れ
、
そ

の
後
、
各
委
員
会
で
委
員
長
・
副
委

員
長
の
互
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
会
選
出
監
査
委
員
選
任
に
同
意

　

議
会
選
出
監
査
委
員
の
藤
沼
壮
次

議
員
、
あ
か
し
幸
子
議
員
の
監
査
委

員
退
職
に
伴
い
、
後
任
監
査
委
員
と

し
て
、
高
山
延
之
議
員
、
小
泉
ひ
ろ

し
議
員
の
選
任
同
意
が
区
長
よ
り
求

め
ら
れ
、
議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
ま

し
た
。

農
業
委
員
会
委
員
を
推
薦

　

議
会
推
薦
農
業
委
員
、
鈴
木
進
議

員
の
農
業
委
員
の
辞
任
に
伴
い
、
後

任
農
業
委
員
と
し
て
、
田
中
章
雄
議

員
を
推
薦
し
ま
し
た
。

特
別
委
員
会
の
報
告

　

公
共
財
産
調
査
特
別
委
員
会
が
最

終
報
告
を
、
交
通
網
・
都
市
基
盤
整

備
調
査
特
別
委
員
会
及
び
子
ど
も
施

策
調
査
特
別
委
員
会
が
中
間
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

防
犯
・
安
全
対
策
調
査

特
別
委
員
会
を
設
置

○
調
査
項
目
…
「
区
民
生
活
の
安
全

対
策
」「
防
犯
・
防
災
・
安
全
等
に

資
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育

成
」「
防
犯
・
防
災
対
策
の
推
進
」

に
関
す
る
こ
と

可

決

し

た

議

案

◇
区
画
整
理
工
事［
六
木-

８
］工
事

請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

変
更
後
金
額	

１
億
８
千
901
万
８
千
900
円

相
手
方　

株
式
会
社
大
基
建
設

変
更
内
容　

�

設
計
変
更
に
よ
り
増
額

変
更
す
る
も
の

報

告

◇
損
害
賠
償
の
額
の
決
定

補
助
第
258
号
線
街
路
整
備
工
事

の
施
工
に
伴
い
、
相
手
方
所
有
の

建
物
に
対
し
損
害
を
与
え
た
賠
償

の
額
（
16
万
３
千
917
円
）
の
決
定

ほ
か
２
件

◇
議
決
を
得
た
契
約
の
変
更

雪
見
橋
架
替
工
事　

ほ
か
８
件

可
決
し
た
議
員
提
出
議
案

◇
地
方
自
治
法
第

180
条
第
１
項
に
基

づ
く
区
長
の
専
決
処
分
事
項
の
指

定
に
つ
い
て
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

区
長
の
専
決
処
分
事
項
の
う
ち
、

議
会
の
議
決
を
得
た
契
約
の
変
更

に
関
し
て
、
変
更
額
の
上
限
を
設

定
す
る
も
の

就
任

議
　
長
に  

古
性  

重
則  

議
員

副
議
長
に  

前
野  

和
男  

議
員

「議員（候補者等を含む。）からの寄付は、公職選挙法により、
議員資格剥奪の罰則をもって禁止されています。」
　たとえば、お祭り・運動会・親睦旅行会・会合等の行事や、入学式・
卒業式の行事に対し、寄付・お祝い・差し入れ等をすることが禁じられ
ています。
　また、個人に対して、お祝い金（入学・卒業等）・贈り物（お歳暮・
お中元等）をすることも禁じられています。
　なお、例外的に罰せられない行為として、議員本人が持参する結婚祝
い・香典があります。
　区民の皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

　

私
達
は
、
平
成
22
年
第
２
回
臨

時
会
に
お
い
て
全
議
員
の
賛
同
を

い
た
だ
き
、
議
長
、
副
議
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。

　

誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と

同
時
に
、
改
め
て
そ
の
職
責
の
重

大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
足
立
区
で
は
交
通
網
の

整
備
や
西
新
井
地
区
・
新
田
地
区

の
開
発
な
ど
に
よ
っ
て
、
人
口
が

66
万
人
を
突
破
し
、
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
一
方
で
は
、
景
気
の
低

迷
が
続
き
、
区
民
生
活
を
取
り
巻

く
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
区
は
「
子
ど
も
」「
く

ら
し
」「
ま
ち
づ
く
り
」
に
重
点

を
お
い
た
行
財
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

   

区
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

区
民
の
皆
様
が
住
ん
で
い
る
こ
と

を
誇
り
に
思
え
る
足
立
区
の
実
現

を
目
指
し
て
、
区
政
の
チ
ェ
ッ
ク

機
関
と
し
て
の
役
割
を
十
分
に
果

た
し
て
い
く
と
と
も
に
、
議
会
運

営
の
さ
ら
な
る
充
実
に
議
員
一
同

全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

   

今
後
と
も
、
区
民
の
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

◉
就
任
の
あ
い
さ
つ
◉

議　長
古性重則

副議長
前野和男

▼足立区議会委員会委員名簿▼

区議会議長選挙　開票の様子
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今
臨
時
会
で
、
公
共
財
産
調
査
特

別
委
員
会
は
、
調
査
を
終
了
し
最
終

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
交
通
網
・
都
市
基
盤
整
備

調
査
特
別
委
員
会
及
び
子
ど
も
施
策

調
査
特
別
委
員
会
が
中
間
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

特
別
委
員
会
の

最
終
・
中
間
報
告（
要
旨
）

せ
ん
。
合
わ
せ
て
、
区
内
の
国
・
都

有
財
産
に
つ
い
て
も
、
国
や
都
と
連

携
を
強
め
有
効
活
用
を
図
る
こ
と
が

不
可
欠
で
す
。

未
利
用
財
産
の
利
活
用
に
つ
い
て

　

現
在
、
区
と
土
地
開
発
公
社
で
は
、

低
未
利
用
の
土
地
を
少
な
か
ら
ず
保

有
し
て
い
ま
す
。
活
用
や
処
分
に
あ

た
っ
て
は
慎
重
な
判
断
が
必
要
で
す

が
、
当
面
活
用
の
見
込
み
が
な
い
場

合
に
は
、
暫
定
利
用
や
貸
付
に
よ
り

積
極
的
に
活
用
の
促
進
を
図
っ
て
い

く
べ
き
で
す
。
法
改
正
で
行
政
財
産

の
貸
付
可
能
範
囲
が
拡
大
し
た
こ
と

か
ら
も
、
区
民
と
の
協
働
や
民
間
活

力
等
、
様
々
な
手
法
や
情
報
を
取
り

入
れ
、
維
持
管
理
費
用
の
縮
減
や
新

た
な
財
源
確
保
に
つ
な
が
る
効
果
的

な
活
用
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で

す
。
未
利
用
が
長
期
に
渡
る
土
地
は
、

経
緯
や
区
民
要
望
等
を
踏
ま
え
て
問

題
解
決
に
努
め
、
早
期
に
活
用
方
針

を
明
確
に
し
て
い
く
べ
き
で
す
。

今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
つ
い
て

　

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

推
進
及
び
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
構
築
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
施
設
の

長
寿
命
化
や
維
持
補
修
費
等
の
縮
減

の
た
め
に
、
計
画
的
な
保
全
、
財
産

情
報
の
適
切
な
収
集
と
分
析
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
平
成
23
年
度
整
備
予
定

の
保
全
情
報
シ
ス
テ
ム
で
は
、
円
滑

に
財
産
情
報
を
確
認
し
、
安
定
稼
動

に
心
掛
け
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　

具
体
的
な
方
針
と
取
り
組
み
を
定

め
て
い
く
体
制
の
整
備
も
重
要
で
す
。

庁
内
で
横
断
的
な
連
携
を
取
り
、
区

の
実
施
方
針
を
示
し
、
適
切
に
進
行

管
理
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

最
後
に
、
国
・
都
有
財
産
等
を
含

め
た
区
内
の
公
共
財
産
を
的
確
に
把

握
し
、
効
率
的
な
利
活
用
と
最
適
な

維
持
保
全
に
努
め
な
が
ら
、
施
策
に

取
り
組
む
こ
と
を
強
く
要
望
し
、
本

特
別
委
員
会
の
報
告
と
し
ま
す
。

交
通
網
・
都
市
基
盤
整
備
調
査

特

別

委

員

会

　

本
特
別
委
員
会
は
、
交
通
網
の
整

備
及
び
誘
致
促
進
並
び
に
都
市
基
盤

整
備
に
関
す
る
調
査
研
究
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

区
内
鉄
道
路
線
の
高
架
化
に
つ
い
て

　

竹
ノ
塚
駅
付
近
鉄
道
高
架
化
に
つ

い
て
、
都
市
計
画
案
及
び
環
境
影
響

評
価
書
案
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
る

等
、
平
成
22
年
度
中
の
都
市
計
画
決

定
に
向
け
た
手
続
き
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
平
成
23
年
度
事
業
着
手
を

目
指
し
、
用
地
買
収
等
事
業
実
施
に

係
る
諸
問
題
に
つ
い
て
地
域
住
民
の

理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い

く
と
と
も
に
、
国
、
都
、
鉄
道
事
業

者
と
連
携
し
、
積
極
的
に
鉄
道
高
架

化
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

バ
ス
路
線
網
再
編
及
び
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

　

民
営
バ
ス
の
新
規
路
線
開
設
、
は

る
か
ぜ
の
バ
ス
停
追
加
等
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
他
に
も
交
通
利
便
性
向

上
を
求
め
た
多
く
の
要
望
路
線
が
あ

り
ま
す
。

　

今
後
は
バ
ス
事
業
者
と
密
に
連
絡

を
取
り
合
い
な
が
ら
協
議
を
重
ね
、

バ
ス
路
線
網
の
整
備
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

都
市
基
盤
整
備
の
促
進
に
つ
い
て

　

今
年
１
月
、
北
千
住
駅
東
口
周
辺

地
区
、
千
住
大
橋
駅
周
辺
地
区
の
現

地
視
察
を
実
施
し
、
整
備
進
捗
状
況

及
び
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
調
査

研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　

北
千
住
駅
東
口
周
辺
地
区
で
は
、

平
成
24
年
の
東
京
電
機
大
学
開
学
に

向
け
、
住
民
や
関
係
機
関
と
の
一
層

緊
密
な
協
議
の
も
と
、
区
が
主
体
的

か
つ
先
導
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
利
便
性
に

恵
ま
れ
た
東
口
駅
前
で
は
、
賑
わ
い

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
庁
内
で
の
連
携

を
図
る
と
と
も
に
、
住
民
や
関
係
機

関
と
の
意
見
交
換
等
を
通
じ
て
、
東

京
電
機
大
学
と
十
分
な
調
整
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

千
住
大
橋
駅
周
辺
地
区
で
は
、
住

宅
、
街
路
、
交
通
広
場
、
街
区
公
園

の
整
備
及
び
緑
化
推
進
等
を
行
い
、

防
災
性
、
居
住
環
境
の
向
上
や
ま
ち

の
賑
わ
い
に
配
慮
し
た
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
未
来
大
学
の
キ
ャ
ン

パ
ス
拡
張
候
補
地
と
し
て
、
区
、
開

発
事
業
者
と
協
議
に
入
る
等
、
整
備

計
画
の
進
捗
状
況
を
見
守
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

鉄
道
及
び
バ
ス
路
線
網
の
誘
致
、

拡
充
と
、
竹
ノ
塚
駅
付
近
鉄
道
高
架

化
の
早
期
実
現
に
向
け
た
活
動
を
推

進
し
つ
つ
、
都
市
基
盤
の
整
備
・
充

実
に
向
け
、
引
き
続
き
調
査
研
究
を

続
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
施
策
調
査

特

別

委

員

会

　

本
特
別
委
員
会
は
、「
子
ど
も
の

健
全
な
成
長
」「
子
育
て
支
援
」
に

関
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
調
査
研
究

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
認
可
保
育
所
の
最
低
基
準

等
に
関
す
る
陳
情
２
件
に
つ
い
て
も

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て

　

待
機
児
童
の
約
９
割
が
３
歳
未
満

児
で
あ
る
等
、
０
歳
児
か
ら
２
歳
児

の
定
員
確
保
が
大
き
な
課
題
で
す
。

引
き
続
き
、
認
可
保
育
園
等
の
整
備

等
を
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
延

長
保
育
等
、
区
民
の
生
活
形
態
に
応

じ
た
様
々
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

も
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
に
関
す
る
資
源
の

有
効
活
用
を
図
る
と
い
う
点
で
、
幼

稚
園
と
の
連
携
や
認
定
こ
ど
も
園
の

整
備
も
重
要
な
課
題
で
す
。

　

さ
ら
に
、
新
た
な
保
育
場
所
の
確

保
に
向
け
て
、
空
き
店
舗
・
空
き
教

室
等
の
活
用
に
つ
い
て
も
、
今
後
の

検
討
を
要
し
ま
す
。

子
ど
も
支
援
に
つ
い
て

　

子
ど
も
の
健
全
な
成
長
に
資
す
る

よ
う
、
基
本
的
な
生
活
リ
ズ
ム
の
確

立
に
向
け
た
運
動
等
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
区
民
の
参
加
拡
大
の
た
め
の

さ
ら
な
る
周
知
等
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

学
童
保
育
室
に
お
い
て
も
待
機
児

童
対
策
が
緊
急
の
課
題
で
あ
り
、
民

間
学
童
保
育
室
の
増
設
等
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
児
童
館
特
例
事
業
や

あ
だ
ち
放
課
後
子
ど
も
教
室
と
の
連

携
・
交
流
も
検
討
を
要
し
ま
す
。

　

一
方
、
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
際
し
て
は
、
今
後
と

も
進
捗
状
況
を
見
守
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
等

に
よ
り
、
子
育
て
中
の
親
子
が
不
安

や
悩
み
を
抱
え
込
ん
で
孤
立
し
て
し

ま
う
例
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
児
童

虐
待
等
の
深
刻
な
事
態
に
至
る
事
例

も
あ
る
た
め
、
子
育
て
サ
ロ
ン
等
、

保
護
者
同
士
が
子
育
て
の
楽
し
さ
や

大
変
さ
を
共
感
で
き
る
場
や
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
児
童
虐
待
へ
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
保
護
者
向
け
の
講
座
や

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
拡
充
し
て
予
防
に

努
め
る
と
と
も
に
、
早
期
発
見
及
び

迅
速
な
対
応
に
向
け
て
、
区
の
関
係

機
関
や
児
童
相
談
所
等
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
さ
ら
な
る
強
化
を
図
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

足
立
区
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ
環
境
が

整
備
さ
れ
る
よ
う
、
今
後
も
引
き
続

き
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

＊
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

個
々
の
施
設
に
お
け
る
情
報
を
整

理
・
把
握
し
、
最
も
合
理
的
か
つ
効

率
的
に
管
理
し
、
運
用
す
る
手
法
。

＊
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

施
設
の
老
朽
度
合
い
、
利
用
実

績
、
各
種
経
費
等
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
し
、
将
来
の
経
費
予
測
、
再
配
置

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
財
政
計
画
と

の
比
較
検
討
等
を
可
能
と
す
る
こ
と

で
、
保
有
資
産
全
体
の
経
営
管
理
を

す
る
手
法
。

足
立
区
議
会
新
会
派
の
結
成

　

新
会
派
「
足
立
区
議
会
民
主
党
・

無
所
属
」
が
５
月
12
日
に
結
成
さ
れ

ま
し
た
。

会
派
役
員
の
紹
介

足
立
区
議
会
自
由
民
主
党

　

幹
事
長　
　

し
の
は
ら
守
宏

　

副
幹
事
長　
　

藤
沼　
　

壮
次

　

同　
　
　
　
　

金
田　
　
　

正

足
立
区
議
会
公
明
党

　

幹
事
長　
　

た
き
が
み　

明

　

副
幹
事
長　
　

渕
上　
　
　

隆

　

同　
　
　
　
　

た
が
た　

直
昭

　

同　
　
　
　
　

長
井
ま
さ
の
り

日
本
共
産
党
足
立
区
議
団

　

団　

長　
　

鈴
木
け
ん
い
ち

　

幹
事
長　
　

ぬ
か
が　

和
子

　

副
幹
事
長　
　

伊
藤　
　

和
彦

足
立
区
議
会
民
主
党
・
無
所
属

　

幹
事
長　
　

米
山　

や
す
し

　

副
幹
事
長　
　

秋
山
ひ
で
と
し

　

同　
　
　
　
　

工
藤　
　

哲
也

　

同　
　
　
　
　

へ
ん
み　

圭
二

公

共

財

産

調

査

特

別

委

員

会

　

本
特
別
委
員
会
は
「
区
有
財
産
の

有
効
活
用
」「
区
に
お
け
る
国
・
都

有
財
産
等
の
利
活
用
」
等
に
関
す
る

調
査
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

区
有
財
産
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

　

基
本
構
想
等
の
行
政
計
画
に
お
け

る
目
標
の
実
現
に
向
け
て
、
活
用
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特

に
近
年
で
は
、
子
育
て
支
援
施
策
や

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
等
の
区
民
ニ
ー
ズ

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
将

来
的
な
行
政
需
要
に
的
確
に
対
応
で

き
る
よ
う
な
活
用
計
画
を
検
討
す

べ
き
で
す
。
交
通
網
整
備
や
大
型
開

発
・
大
学
の
開
学
等
の
影
響
に
よ
る

人
口
推
計
等
も
勘
案
し
て
、
区
有
施

設
を
効
率
的
・
計
画
的
に
配
置
し
、

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

　

５
月
31
日
の
臨
時
会
で
は
、
議
長
・

副
議
長
の
選
出
を
は
じ
め
、
各
委
員

会
委
員
等
の
議
会
構
成
が
変
わ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
各
会
派
役
員
の
変
更
も
あ

り
、
こ
れ
に
伴
い
、
広
報
委
員
会
も

次
の
と
お
り
の
構
成
と
な
り
ま
し
た
。

  

編  

集  

後  

記

本会議の様子

用
語
解
説

＊

＊

（
議　
　
　
　

長
）	

古
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重
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（
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長
）	

前
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和
男

（
議
会
運
営
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員
長
）	

鈴
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進

　

し
の
は
ら
守
宏	

鈴
木
け
ん
い
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藤
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壮
次	

ぬ
か
が　

和
子

　

金
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正	

伊
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和
彦

　

た
き
が
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明	

米
山　

や
す
し

　

渕
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隆	

秋
山
ひ
で
と
し

　

た
が
た　

直
昭	

へ
ん
み　

圭
二


